
（1）第21号 平成29年6月20日長野県ニューギニア会

第21号
平成29年6月20日発行
長野県小県郡青木村村松
発行人　本田昌彦
印　刷　杏花印刷

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
初
期
の
昭
和
17

年
夏
、
豪
・
米
連
合
軍
と
南
海
支

隊
と
で
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
多

数
の
戦
死
者
（
１
万
人
余
）
が
出

た
所
で
す
。

バ
ゴ
ー
集
落
の
試
掘
場
所
は
三

家
族
が
住
ん
で
い
る
軒
下
や
庭
先

な
ど
10
か
所
が
指
定
さ
れ
、
作
業

員
と
し
て
住
民
30
名
を
雇
用
し
て

作
業
に
入
っ
た
。
開
始
間
も
な

く
、
鉄
兜

か
ぶ
と
を
被か

ぶ

っ
た
ま
ま
の
頭
骨

が
掘
り
出
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

頭
蓋が

い

骨
・
大
腿
骨
と
完
全
一
体
の

遺
骨
が
次
々
と
収
容
さ
れ
、
２
体

が
折
り
重
な
っ
た
状
態
の
大
腿
骨

も
発
掘
さ
れ
、
又
銃
剣
・
小
筒
・

万
年
筆
な
ど
多
く
の
遺
留
品
も
見

つ
か
っ
た
。

戦
後
70
年
も
の
長
き
年
月
が
経

ち
「
南
方
の
遺
骨
は
既
に
土
に

還
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
懸
念
を
払
拭
す
る
よ

う
な
完
璧
な
状
態
で
残
さ
れ
て
い

る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
き

な
衝
撃
を
受
け
た
。
こ
の
周
辺
か

ら
は
８
柱
の
遺
骨
が
収
容
さ
れ
た

が
、
い
ず
れ
も
深
さ
は
１
ｍ
足
ら

ず
と
浅
く
、
見
つ
か
っ
た
位
置
関

係
は
ほ
ぼ
一
直
線
上
に
あ
っ
た
。

塹
壕
の
中
で
戦
闘
中
に
亡
く
な
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ

れ
た
。
余
り
に
も
長
い
歳
月
祖
国

日
本
よ
り
遠
く
離
れ
た
異
国
の
地

の
土
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
お
気

持
で
お
待
ち
に
な
ら
れ
て
い
た
の

か
な
ど
思
い
め
ぐ
ら
す
と
、
た
だ

ご
遺
骨
に
合
掌
し
ご
冥
福
を
祈
る

の
み
で
し
た
。

今
回
は
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
全

体
で
１
１
２
柱
の
ご
遺
骨
を
祖
国

へ
お
迎
え
し
、２
月
23
日
に
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
に
納
め
ま
し
た
。

今
年
度
も
遺
骨
収
集
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
当
会
の
会
員
の
皆

様
も
お
元
気
な
う
ち
に
ご
参
加
さ

れ
貴
重
な
体
験
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。

日
本
遺
族
会
の
計
画
で
は
ソ
ロ

モ
ン
・
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
域
は
10
月
か
ら

12
月
に
か
け
遺
骨
収
集
団
を
派
遣

し
ま
す
。
参
加
資
格
は
、
原
則
年

齢
制
限
は
な
く
現
地
で
の
作
業
に

従
事
で
き
る
方
、
県
遺
族
会
事
務

局
で
申
し
込
み
を
受
け
つ
け
ま
す
。

「
現
地
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
収
集

し
た
ご
遺
骨
を
日
本
に
お
連
れ
し

た
い
」
と
の
長
年
の
念
願
が
叶
い
、

日
本
遺
族
会
の
代
表
の
一
員
と
し

て
、
遺
骨
収
集
の
派
遣
団
に
参
加

し
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
先
ず
も
っ
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
回
遺
骨
の

試
掘
地
は
、
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス

ビ
ー
の
北
東
ポ
ポ
ン
デ
ッ
タ
（
オ

ロ
州
の
州
都
）
か
ら
車
で
１
時
間

の
バ
ゴ
ー
集
落
で
し
た
。
こ
こ
は
、

４
万
人
の
将
兵
が
こ
こ
か
ら
上
陸
し
た
。

第
18
軍
隷
下
部
隊
で
は
猛
・
朝
・
河
部

隊
で
、
終
戦
ま
で
守
備
を
全
う
し
た
。

（
ウ
エ
ワ
ク
半
島
台
上
か
ら
湾
を
望
む
）

日
本
軍
が
、

東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
進
攻
の
拠
点
と
し
た
ウ
エ
ワ
ク
。

昭
和
18
年
１
月
か
ら
10
月
に
か
け
約

ウ
エ
ワ
ク
湾

  

戦
没
者
遺
骨
収
集
派
遣
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会　

会
長
　
本 

田 

昌 

彦

日
本
遺
族
会
は
「
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者
遺
骨
収

集
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
２

月
８
日
か
ら
16
日
間
、
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
各
地
で

遺
骨
の
収
集
作
業
に
あ
た
り
、

１
１
２
柱
を
日
本
へ
奉
還
し
た
。

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の

本
田
昌
彦
会
長
は
、
派
遣
団
の

一
員
と
し
て
現
地
に
赴
き
、
ポ

ポ
ン
デ
ッ
タ
、
ラ
エ
、
ウ
エ
ワ

ク
地
区
な
ど
で
業
務
に
従
事
し

ま
し
た
。

スケッチ画　稲垣 一良
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東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け

る
戦
没
者
遺
骨
収
集
状
況
（
平
成

29
年
１
月
現
在
）
は
死
亡
者
数

約
12
万
８
千
人
、
遺
骨
収
容
概

数
約
５
万
１
千
柱
、
残
存
遺
骨

７
万
６
千
余
と
帰
還
率
は
40
％

に
満
た
な
い
。

戦
時
下
国
外
で
戦
死
し
た
兵

士
の
遺
骨
「
白
木
の
箱
」
に

は
紙
や
小
石
し
か
入
っ
て
い
な

か
っ
た
。
日
本
人
に
と
っ
て
遺
骨

は
、
大
切
な
人
の
死
を
受
け
入
れ

る
過
程
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

「
１
日
も
早
く
、
１
柱
で
も
多
く

祖
国
へ
」
の
遺
族
の
悲
願
を
実
現

す
べ
く
、
遺
骨
収
集
事
業
は
政
府

の
責
務
と
し
て
全
力
を
上
げ
て

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

遺
骨
収
集
事
業
は
時
間
と
の

闘
い
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
遺
児
達

も
古
希
を
超
す
年
齢
と
な
り
父

母
や
奥
様
達
も
殆
ど
鬼
籍
に
入

ら
れ
、
今
後
は
孫
世
代
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
南

方
に
お
け
る
遺
骨
は
年
々
土
に

還
り
つ
つ
あ
り
、
収
容
事
業
は
一

刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
状
況

で
す
。
今
回
か
ら
厚
生
労
働
省
の

指
定
法
人
「
遺
骨
収
集
推
進
協

会
」
が
派
遣
事
業
の
主
体
者
と
し

て
当
た
り
ま
す
。
こ
の
法
人
は
設

立
後
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
課

題
が
山
積
み
し
て
お
り
、
今
後
の

推
進
体
制
の
整
備
・
強
化
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
効
率
的
な

収
集
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
現

地
で
の
事
前
の
遺
骨
情
報
収
集

に
伴
う
先
遣
調
査
派
遣
回
数
の

増
加
が
最
優
先
課
題
と
再
認
識

し
ま
し
た
。

今
回
も
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
日
本
青
年

遺
骨
収
集
団
か
ら
大
学
生
２
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
大

い
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
35
度
を

超
え
る
炎
天
下
、
汗
と
泥
ま
み
れ

に
な
り
な
が
ら
遺
骨
を
掘
り
出

し
、
整
理
し
て
も
ら
う
な
ど
若
い

力
が
頼
り
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝

で
す
。

古
希
を
過
ぎ
た
遺
児
た
ち
が
、

戦
争
で
死
ん
だ
、
記
憶
が
殆
ど
な

い
か
、
全
く
な
い
自
分
の
父
親
の

遺
骨
を
探
し
続
け
て
い
る
。
南
方

の
密
林
に
戦
没
者
の
遺
骨
は
沢

山
眠
っ
て
い
る
。

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
に

な
っ
た
か
を
含
め
て
私
達
は
知

り
、
後
世
に
語
り
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
が
あ
の
戦
争
を

経
験
し
た
人
た
ち
に
連
な
る
者

の
責
任
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

発
掘
作
業
に
協
力
し
た
現
地
人

作
業
に
献
身
的
に
協
力
し
た
バ

ゴ
ー
集
落
の
皆
さ
ん

追
悼
式
終
了
後
、
中
島
大
使
ご
夫

妻
と
、
遺
族
会
代
表
の
記
念
撮
影

ウ
エ
ワ
ク
ホ
テ
ル
前
で
の
焼
骨
式

点
火
者
が
前
方
の
櫓
に
火
入
れ
を

す
る
。
焼
骨
後
骨
上
げ
し
て
ホ
テ

ル
内
の
特
別
室
に
安
置
さ
れ
た

オ
ロ
州
政
府
表
敬
訪
問

州
副
行
政
官
と
握
手
す
る
本
田

会
長

「
戦
没
者
の
碑
」
に
て
追
悼
式
斎
行

在
Ｐ
Ｎ
Ｇ
日
本
国
・
中
嶋
敏
大
使
も
参
加
し
て

追
悼
式
が
行
わ
れ
た
（
ウ
エ
ワ
ク
慰
霊
の
森
）

モ
ロ
ベ
州
ム
ヤ
地
区
で
の
焼
骨
式

ヘ
リ
コ
ネ
ア
の
花
に
囲
ま
れ
た
祭

壇
の
奥
に
19
基
の
櫓
が
組
ま
れ
た

 
未
送
還
遺
骨
収
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

本 

田
　
昌 

彦

　

東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア

か
ら
112
柱
奉
還

現
地
で
焼
骨
・
追
悼
式
を
挙
行

遺骨収集
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長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
県
遺
族
会
の

事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
戦
後
72
年
が
経
過
し
、

戦
没
者
遺
族
の

高
齢
化
も
著

し
く
、
県
遺
族

会
の
会
員
数
も
、

戦
後
間
も
な
い

時
期
の
５
万
１
千
人
か
ら
、
現
在

は
１
万
４
千
人
を
割
り
年
々
減
少

を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
象
の
中
、
本
会

の
使
命
は
英
霊
の
顕
彰
と
戦
没

者
遺
族
の
福
祉
の
向
上
で
あ
る
こ

平
成
26
年
慰
霊
碑
改
修
時
に
開

封
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
内
容

物
の
う
ち
、
当
時
の
思
い
を
綴
っ
た

引
き
取
り
者
不
在
の
追
悼
文
４
０
０

通
余
り
の
処
遇
に
、
苦
慮
し
て
き
ま

し
た
が
幸
い
に
も
「
昭
和
館
」
に
引

き
取
っ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
（「
椰

子
の
樹
」
19
号
既
報
）
諸
事
の
作
業

も
終
わ
り
よ
う
や
く
公
開
閲
覧
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

追
悼
文
は
３
冊
の
フ
ァ
イ
ル
に
分

け
、
不
備
だ
っ
た
市
町
村
の

混
在
を
整
理
し
て
順
番
を
整

え
て
頂
き
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ル
は
閉
架
資
料
と

し
て
書
庫
に
て
保
管
さ
れ
閲

覧
請
求
が
あ
っ
た
ら
書
庫
よ
り
出
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
す
る
た
め
に
は
昭
和
館
図

書
室
の
利
用
者
登
録
（
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
に
て
住
所
・
氏
名
の
記
載
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
フ
ァ
イ
ル

は
、
市
町
村
ご
と
に
見
出
し
を
付
け

本
や
雑
誌
の
目
次
に
あ
た

る
情
報
と
し
て
市
町
村
名

と
、
書
い
た
方
の
お
名
前

を
入
力
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
お
名
前
で
検
索
し
て
頂
く
こ
と

が
可
能
で
す
。

40
年
以
上
前
の
情
報
と
は
い
え
詳

細
な
住
所
の
記
載
も
見
ら
れ
複
写
禁

止
資
料
と
の
こ
と
で
す
が
、
ご
遺
族

か
ら
の
申
請
が
あ
れ
ば
、
別
途
対
応

可
能
と
の
こ
と
で
す
。

些
細
な
物
な
が
ら
、
応
分
な
場

所
で
後
の
世
ま
で
保
管
さ
れ
誰
彼
と

な
く
見
て
頂
き
、
そ
し
て
そ
の
人
の

胸
の
内
に
ど
ん
な
小
さ
な
も
の
で
も
、

何
か
が
宿
っ
て
頂
け
た
ら
と
…
。

日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協

会
主
催
の
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
遺
骨

収
集
団
が
２
月
22
日
に
帰
国
し
翌
23

日
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
て
引
渡

し
式
、
及
び
解
団
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。派

遣
期
間
は
２
月
８
日
～
２
月

23
日
ま
で
の
16
日
間
で
団
員
構
成
は
、

推
進
協
会
１
名
、
日
本
遺
族
会
４
名
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・
遺
族
会

４
名
、
Ｊ
Ｙ
Ｍ
Ａ
（
日
本
青
年
遺
骨

収
集
団
）
２
名
の
合
計
11
名
、
新
た

な
収
容
遺
骨
１
１
２
柱
と
と
も
に
全

員
が
元
気
に
帰
国
さ
れ
た
。

当
会
で
は
本
田
会
長
が
こ
の
事
業

に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
無
事
に
所

期
の
目
的
を
果
た
し
て
帰
国
さ
れ
た
。

当
日
帰
還
報
告
会
が
12
時
よ
り

昼
食
を
挟
ん
で
靖
国
神
社
啓
照
館
に

て
開
催
さ
れ
、
遺
族
及
び
堀
江
会
長
、

西
山
・
橋
両
元
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
使

ら
関
係
者
90
名
近
く
が
参
加
し
、
派

遣
団
の
現
地
報
告
に
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
肉
親
に
思
い
を
重
ね
感
慨
深
げ

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
５
月
29
日
に
は
同
じ
く
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
て
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
１
１
２
柱
を
含
む

世
界
各
地
よ
り
収
容
し
た
２
４
５
３

柱
の
納
骨
式
に
あ
た
る
「
拝
礼
式
」

が
、
常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
を
お
迎
え

し
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
遺
族

代
表
、
各
政
党
代
表
、
関
係
国
駐
日

大
使
及
び
関
係
者
が
花
を
献
じ
て
御

霊
を
鎮
め
て

終
了
し
た
。

こ
れ
に
よ

り
千
鳥
ヶ
淵

戦
没
者
墓
苑

に
収
め
ら
れ

た
ご
遺
骨
は

累
計
、
36
万
７
千
３
２
８
柱
と
な
っ

た
。

　
追
悼
文
書
綴

　
昭
和
館
で
閲
覧

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者

遺
骨
引
渡
し
式

★
出
発
日　

８
月
23
日
（
水
）

★
帰
国
日　

８
月
30
日
（
水
）

★
訪
問
地　

ご
参
加
さ
れ
る
皆
様
の
縁
の
地
が
第
一
と
考
え
そ
の
地
を
主
催

　
　

者
に
申
告
し
ご
相
談
し
、
満
足
の
い
く
慰
霊
の
旅
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
旅
行
経
費　

46
万
～
50
万

★
募
集
人
員　

15
名

★
主
催
会
社　
（
株
）
Ｗ
Ｂ
Ｃ　

☎
０
３ｰ

３
５
８
８ｰ

０
７
７
１

★
募
集
締
め
切
り　

７
月
末
迄

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

事
務
局
・
大
久
保

　

☎
０
２
６ｰ

２
８
６ｰ

２
８
１
０

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
は
、
本
会
の
組
織
を
し
っ
か

り
継
承
し
て
行
く
後
継
者
づ
く

り
が
必
要
と
な
っ
て
参
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
会
で
は
、
全
国
で
も

早
い
う
ち
に
、
後
継
者
と
な
る
戦

没
者
の
孫
・
ひ
孫
世
代
を
中
核
と

し
た
青
年
部
の
組
織
化
に
取
り

組
み
、
一
昨
年
の
11
月
に
青
年
部

を
結
成
し
、
青
年
部
員
も
結
成

時
か
ら
23
名
増
え
て
、
現
在
は

１
２
３
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
だ
組
織
と
し
て
活
動
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
当
面
は
各
市
町
村
で
行
う
戦

没
者
の
慰
霊
祭
や
本
会
が
行
う

戦
没
者
遺
族
大
会
等
の
行
事
へ

進
ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま

ず
は
遺
族
会
の
事
業
を
覚
え
て
い

た
だ
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

本
年
３
月
に
は
、
日

本
遺
族
会
で
も
青
年
部

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
本
県
で
も
ま
だ
12

群
市
で
青
年
部
が
結
成
さ
れ
て
い

な
い
状
況
等
も
あ
り
、
更
な
る
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
寄
稿

現
地
慰
霊
巡
拝
団
募
集

長
野
県
遺
族
会
「
青
年
部
」
結
成
の

経
過
と
現
状
に
つ
い
て

（
一
財
）長
野
県
遺
族
会　

会
長　

横
田 

久



第21号（4）平成29年6月20日 長野県ニューギニア会

平
成
29
年
度
第
49
回

�

通
常
総
会
の
報
告

第
49
回
通
常
総
会
は
、
２
月
11

日
信
州
浅
間
温
泉
・
ホ
テ
ル
「
み

や
ま
荘
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
午
後
２
時
に
成
澤
副

会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、

南
十
字
星
の
も
と
に
眠
る
多
く
の

英
霊
と
、
会
員
物
故
者
に
対
し
て

黙
祷
を
捧
げ
始
ま
り
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
現
地
遺
骨
収
集
派
遣

団
の
一
員
と
し
て
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
赴
い
て
い
る
本
田
会
長
の

挨
拶
文
を
小
池
副
会
長
が
代
読
、

そ
の
中
で
会
長
は
「
戦
後
72
年
を

経
て
先
の
大
戦
の
記
憶
が
徐
々
に

薄
れ
て
い
く
中
、
昨
年
度
は
意
義

深
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
３
つ
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
は
、
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
が
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
、

パ
ラ
オ
を
慰
霊
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ

大
統
領
が
、
初
め
て
広
島
市
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
安

倍
首
相
が
日
米
開
戦
の
舞
台
と

な
っ
た
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
を
訪
れ
慰

霊
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら

の
出
来
事
を
通
し
て
、
再
び
忌
ま

わ
し
い
戦
争
を
繰
り
返
す
こ
と
な

く
、
平
和
で
安
定
し
た
国
を
構
築

す
る
こ
と
の
意
義
を
再
認
識
し
た

有
意
義
な
年
で
し
た
。

会
の
活
動
状
況
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
２
月
の
総
会
に
始
ま

り
、
７
月
の
慰
霊
大
祭
、
８
月
の

現
地
慰
霊
巡
拝
な
ど
主
要
な
行
事

は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
無

事
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
会
員
の

高
齢
化
と
減
少
の
流
れ
は
止
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
会
と
し

て
の
運
営
は
当
面
は
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。
無
理
を
し
な
い
で
、
可
能

な
範
囲
で
の
活
動
を
実
行
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で

亡
く
な
ら
れ
た
御
霊
の
ご
供
養
を
、

で
き
る
だ
け
長
く
続
け
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
の
思
い

を
つ
づ
っ
て
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
則
に
従
っ
て
小

池
副
会
長
が
議
長
席
に
つ
い
て
議

事
に
入
り
、
平
成
28
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業
計

画
・
予
算
案
に
つ
い
て
、
長
田
副

会
長
、
大
久
保
事
務
局
長
か
ら
説

明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。（
会
員
数
３
１
１
、
出
席
18
、

委
任
状
１
９
８
）

■
平
成
29
年
度
　
主
な
事
業
計
画

一
．
第
49
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

　
　

戦
没
者
慰
霊
大
祭

　
　

平
成
29
年
７
月
30
日
（
日
）

　
　

長
野
県
護
國
神
社（
松
本
市
）

二
．
第
38
回
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　
　

方
面
慰
霊
巡
拝
団
派
遣

　
　

第
４
回
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　
　

方
面
慰
霊
巡
拝
団
派
遣

　
　

８
月
末
～
９
月
上
旬

三
．
会
報
「
椰
子
の
樹
」
発
行

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
用

■
平
成
29
年
度
予
算

総
額　

３
，
６
７
８
，
７
５
２
円

　

主
な
予
算
（
単
位　

千
円
）

　
　

慰
霊
大
祭
費　
　

４
９
２

　
　

慰
霊
巡
拝
費　
　

４
５
０

　
　

総　

会　

費　
　

３
３
０

　
　

役
員
会
議
費　
　

２
５
５

　
　

広　

報　

費　
　

２
５
９

　
　

交　

際　

費　
　

１
１
０

　
　

事　

務　

費　
　

１
２
５

　
　

予　

備　

費　
　

１
０
０

■
平
成
29
・
30
年
度
役
員

　

会
長　

本
田
昌
彦
ほ
か
全
役
員

が
28
年
度
に
引
き
続
き
留
任
し
ま

し
た
。

総会冒頭、護國神社に向かい黙祷を捧げる

☆
水
無
月
も
後
半
、
21
日
は
夏
至

梅
雨
の
真
っ
盛
り
で
長
雨
が
続
き

ま
す
。
北
半
球
で
は
一
年
中
で
昼

が
最
も
長
く
、
夜
が
最
も
短
い
日

旧
暦
で
は
夏
の
真
ん
中
で
す
。

雨
の
日
は
う
っ
と
う
し
い
も
の
で

す
が
、
し
と
し
と
と
降
る
雨
は
大

地
を
潤
し
、
新
緑
が
ま
ば
ゆ
い
こ

の
時
季
、
万
物
の
生
命
の
息
吹
を

強
く
感
じ
ま
す
。

☆
日
本
と
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
友
好
関
係
が
年
ご
と
に
深
ま
る

中
で
、
今
春
、
両
国
の
大
使
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
駐
日
Ｐ

Ｎ
Ｇ
大
使
館
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ド

ウ
サ
バ
大
使
が
離
任
、
在
Ｐ
Ｎ
Ｇ

日
本
大
使
館
で
は
松
本
盛
雄
大
使

が
転
出
、
後
任
の
中
嶋�

敏
大
使
が

着
任
し
ま
し
た
。

ド
ウ
サ
バ
大
使
は
、
約
６
年
間
に

渡
り
、
両
国
の
関
係
強
化
に
尽
力

さ
れ
、
一
昨
年
安
倍
総
理
の
Ｐ
Ｎ

Ｇ
訪
問
を
実
現
さ
せ
た
。

Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
の
輸

入
や
投
資
協
定
の
締
結
を
は
じ
め

と
し
た
二
国
間
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展

に
向
け
て
の
功
績
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

☆
広
報
委
員
会
の
竹
村
淳
委
員

は
、
体
調
を
崩
し
て
加
療
中
、「
昭

和
一
桁
生
ま
れ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
」
を
自
認
す
る
信
念
の
人
だ
け

に
早
期
復
調
を
祈
り
ま
す
。

�

（
Ｋ
）

　

本
年
も
恒
例
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊
大

祭
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
大
戦
か
ら
72
年
の
歳
月
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
絶
え
る
こ
と
な
く

慰
霊
祭
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
酷
暑
の
中
で
の
開
催
で
す
が
、
灼
熱
の
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
に
思
い
を
は
せ
、
ご
英
霊
の
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
健
康
に
留
意
さ
れ
、
大
勢
の
皆
さ
ま

が
ご
参
列
さ
れ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
平
成
29
年
７
月
30
日
（
日
）　

正
午
よ
り

▽
長
野
県
護
國
神
社　

松
本
市
美
須
々
６

－

１

▽
受
付　

美
須
々
会
館
に
て　

10
時
30
分
よ
り

▽
美
須
々
会
館
が
控
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
茶
は
準
備
い
た
し
ま
す
が
、
昼
食
は
各
自
ご
用
意

　

願
い
ま
す
。

▽
そ
の
他　

例
年
の
と
お
り
で
す
。

第49回ニューギニア方面
戦没者慰霊大祭のご案内

お気軽にお立寄り下さい。
協賛会員

画廊喫茶
長野市岡田町166－1　森ビル１階
至長野県庁

長野放送

R19号

中
央
通
り 至

長
野
駅八

十
二
銀
行
本
店

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

ゆえ

☎（026）
225-0221


